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● 

都
市
軸

　

高
速
道
路
や
上
武
道
路
な
ど
広
域
的
に

重
要
な
役
割
を
す
る
道
路
を
「
広
域
都
市

軸
」、
国
道
17
号
や
国
道
50
号
、
主
要
地
方

道
前
橋
・
大
間
々
・
桐
生
線
な
ど
都
心
核

や
地
域
核
、
地
域
拠
点
、
生
活
拠
点
を
結

ぶ
道
路
を
「
放
射
都
市
軸
」、
都
心
核
や
地

域
核
を
環
状
に
取
り
巻
く
道
路
を
「
環
状

都
市
軸
」
と
し
、
円
滑
な
都
市
交
通
を
促

進
す
る
幹
線
道
路
網
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

 

● 

軌
道
交
通
軸

　

鉄
道
を
軌
道
交
通
軸
と
位
置
付
け
、
軌

道
交
通
の
効
率
化
、
活
性
化
、
利
用
率
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

 

● 

土
地
利
用

　

住
宅
・
商
業
・
複
合
市
街
地
・
工
業
・

田
園
・
森
林
・
新
市
街
地
の
７
ゾ
ー
ン
を

そ
れ
ぞ
れ
定
め
、
土
地
利
用
の
形
成
、
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。

全
体
構
想

　

将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
、
次
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①
市
街
地
と
地
域
が
と
も
に
発
展
す
る「
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」。

②
良
好
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
継
承
す

る
「
環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
」。

③
自
然
と
調
和
し
魅
力
を
創
出
す
る
「
美

し
い
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
」。

④
産
業
と
連
携
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
「
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」。

⑤
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」。

概
要
版
は
閲
覧
も

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
概
要
版
は

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・

出
張
所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
閲

覧
が
可
能
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

策
定
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

15
歳
以
上
の
市
民
か
ら
５
，
０
０
０
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
ま
す
。
送
付
は
８
月
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
確
か
め
て　

歩
行
者
・
自
転
車
・
横

断
者
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
７
月
10
日
㈫

か
ら
16
日
㈪
ま
で
、
夏
の
県
民
交
通
安
全

運
動
を
実
施
。
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち

が
野
外
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
、
ま
た
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
で
外
出
す
る
こ
と
も
多
く
、
交

通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
と
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

　

交
通
死
亡
事
故
の
約
半
数
は
歩
行
者
と

自
転
車
。
歩
行
者
も
自
転
車
も
交
通
社
会

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
夜
間

の
外
出
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
活

用
し
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
動
車
運
転
中
に

歩
行
者
や
自
転
車
を
見
掛
け
た
ら
、
思
い

や
り
を
持
っ
て
減
速
や
一
時
停
止
し
、
道

を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
暑
さ
な
ど
で

酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
一
丸
と

な
っ
て
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

■
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

死
亡
事
故
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
命
を
落
と
さ
ず
に
す
ん
だ

ケ
ー
ス
が
半
数
を
超
え
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
な
か
っ
た
死
亡
者
の
う
ち
、

後
部
座
席
に
い
た
人
が
35
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
。
運
転
者
だ
け
で
な
く
、座
席
の
前
部
・

後
部
の
同
乗
者
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
っ

か
り
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も

の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
発
育
に
応
じ
た
物
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
安
全
安
心
課
☎
８
９

０―

６
２
６
３
へ
。
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夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　
　

正
し
い
マ
ナ
ー
で
事
故
防
ご
う

図２ 都
市
計
画
の
基
本
方
針

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
単

に
個
別
の
事
業
と
し
て
開
発
を
進
め
る
の

で
は
な
く
、
都
市
の
将
来
像
を
決
め
て
整

備
、
開
発
、
保
全
を
す
る
べ
き
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
各
自
治
体
が
都
市
計
画
の
基

本
的
な
方
針
と
し
て
定
め
る
の
が
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」。
本
市
で
は
、
第

六
次
総
合
計
画
と
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
（
県
策
定
）、
ま
た
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
都
市
計
画
審
議
会
で
の
意
見

な
ど
を
基
に
、
本
市
独
自
の
も
の
を
策
定

し
ま
す
。

都
市
づ
く
り
の
理
念

　

将
来
都
市
像
を
「
生
命
都
市
い
き
い
き

前
橋
」
と
し
、
次
の
こ
と
を
進
め
ま
す
。

①
多
様
な
都
市
機
能
の
備
わ
っ
た
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
市
街
地
環
境
づ
く
り
。

②
豊
か
な
自
然
と
地
域
特
性
を
生
か
し
た

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
居
住
環
境
づ
く
り
。

　

中
心
市
街
地
だ
け
に
一
極
集
中
し
た
発

展
で
は
な
く
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
「
ひ
と
つ
の
都
市
と
し
て
市
街
地
と
地

域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
発
展
す

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
市
全
体
の
発

展
を
目
指
し
ま
す
。（
図
１
の
と
お
り
）

基
本
目
標

　

将
来
都
市
像
や
都
市
づ
く
り
の
理
念
な

ど
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
す
。

①
市
の
発
展
、
都
市
活
力
創
出
の
中
心
と

な
る
都
心
核
・
地
域
核
の
形
成
。

②
地
域
の
発
展
や
地
域
住
民
の
生
活
を
支

え
る
地
域
拠
点
・
生
活
拠
点
の
形
成
。

③
市
全
域
を
結
ぶ
交
通
施
設
網
の
確
立
。

④
す
べ
て
の
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
居
住
環
境
の
形
成
。

⑤
都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
土
地
利
用
の

推
進
。

将
来
の
都
市
構
造

　

理
念
と
目
標
を
踏
ま
え
、
本
市
の
今
後

の
発
展
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま

す
。（
図
２
の
と
お
り
）

 

● 

都
心
核

　

県
庁
・
市
役
所
周
辺
と
中
心
商
業
地
、

Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
周
辺
ま
で
を
都
心
核
と
し
、

商
業
・
業
務
機
能
の
拡
充
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

 

● 

地
域
核

　

Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
周
辺
、前
橋
南
部
地
区
、

大
胡
地
区
の
３
地
区
を
地
域
核
と
し
、
商

業
・
交
通
・
自
然
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
て
、
市
全
体
の
発
展
を
促
す
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 

● 

地
域
拠
点

　

Ｊ
Ｒ
前
橋
大
島
駅
、
駒
形
駅
、
群
馬
総

社
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
で
生
活
利
便
性

の
高
い
鉄
道
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
周
辺
地
域
の
発
展
に
も
寄
与
す
る

都
市
機
能
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

 

● 

生
活
拠
点

　

宮
城
・
粕
川
支
所
、
上
毛
電
鉄
粕
川
駅

な
ど
の
周
辺
地
区
を
地
区
住
民
の
日
常
生

活
中
心
ゾ
ー
ン
と
し
、
生
活
利
便
施
設
が

充
実
し
た
環
境
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成

　

本
市
で
は
、
平
成
3737
年
度
を
目
標
と
す
る
都
市
づ

年
度
を
目
標
と
す
る
都
市
づ

く
り
の
基
本
方
針
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

く
り
の
基
本
方
針
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
都
市
全
体
と
地
域

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
都
市
全
体
と
地
域

別
の
構
想
を
立
て
、
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め

別
の
構
想
を
立
て
、
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め

の
方
針
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
都
市
全
体
の
構
想

の
方
針
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
都
市
全
体
の
構
想

案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
都
市
計
画
課

　

問
い
合
わ
せ
は
都
市
計
画
課
☎☎
８
９
０

８
９
０――

６
９
４

６
９
４

４
へ
。

４
へ
。

本市の目指す「コンパクトなまちづくり」

発展の方向

一極集中では、広い
市全体の発展をけん
引しきれない。

地域が連携を持ちながら、
それぞれ発展することで、
市全体の発展を促す。

× ○図１
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